
 

 

 

福島町２丁目交差点の道路陥没事故に関する説明会 

 

次 第 

 

日時：令和７年５月３１日（土）１４：００～ 

場所：西区地域福祉センター ３階大会議室 

 

 

開会 

１ 挨拶 

２ 第２回広島市下水道工事事故調査検討委員会の結果報告 

３ 現場の状況及び今後の工事の予定等 

４ 質疑応答 

閉会 



福島町２丁目交差点の道路陥没事故に関する説明会

２０２５年５月31日

広島市下水道局
清水・日本国土開発・広成建設工事共同企業体





◆第２回広島市下水道工事事故調査検討委員会の報告

観音地区下水道築造３－１号工事に伴い発生した道路陥没事故の原因究明等を行うに当たり、
専門的見地から学識経験者等の意見を聴取するため「広島市下水道工事事故調査検討委員会」
を立ち上げ、令和７年３月２８日に第２回検討委員会を開催しました。

＜日 時＞
令和７年３月２８日(金)
１４：３０～１６：３０

＜場 所＞
下水道局千田庁舎
３階会議室
（中区南千田町６－１３）

＜議事内容＞
⑴ 追加の土質調査

（圧密試験）等について
⑵ 地盤沈下の状況について
⑶ シールドマシン内部の

調査方法について
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委員一覧

（敬称略・五十音順・令和７年３月２８日時点）

氏名 専門分野 所属等 

砂金
い さ ご

 伸
のぶ

治
はる

 トンネル工学 
東京都立大学 都市環境学部 

都市基盤環境学科 教授 

奥田
お く だ

 晃
あき

久
ひさ

 行  政 国土交通省 大臣官房 技術調査課長 

金子
か ね こ

 治
おさむ

 建築工学 広島工業大学 工学部建築工学科 教授 

小泉
こいずみ

 淳
あつし

 
（座長） 

都市トンネル工法 早稲田大学 名誉教授 

杉本
すぎもと

 光
みつ

隆
たか

 トンネル工学 長岡技術科学大学 名誉教授 

畠
はた

 俊郎
としろう

 地盤工学 広島大学大学院 先進理工系科学研究科 教授 

真下
ま し も

 英人
ひ で と

 トンネル工学 
一般社団法人 日本建設機械施工協会 

施工技術総合研究所 所長 

藪
やぶ

 雅
まさ

行
ゆき

 トンネル工学 
国立研究開発法人 土木研究所 

道路技術研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 



P-2

●議事⑴ 追加の土質調査（圧密試験）等について

 追加の土質調査結果から、陥没のメカニズムを推測しました。

① ・何らかの原因により
シールドマシン内に出
水が発生し、土砂が流
入

・シールドマシン前面
に空洞が発生

8：45
シールド内異常出水発生

・マシン内に地下水及
び土砂がさらに流れ込
み、砂礫層を削りなが
ら空洞が拡大

・砂礫層の空洞が拡大
することで、上位に堆
積している沖積基底層
（砂層）も支えを失い、
崩落しながら泥濘化が
進みマシン内部に流入

8：45 出水直後

・沖積粘性土層は、そ
の下位に存在していた
沖積基底層が流動化し
たため支えを失う形と
なる

・沖積基底層の流出が
進行し、沖積粘性土下
部の空洞が大きくなり、
破壊強度に至った瞬間、
鋭敏な沖積粘性土が引
き延ばされて圧密未了
状態となった

8：45～48頃

・沖積粘性土層の上面
の沈下が進むことで、
上位の沖積砂質土層や
盛土層の沈下も進行し、
地表面に陥没が発生

8：48頃
運送会社建物が動き始める

④

③

②

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層
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・水道管が損傷し、漏
れた水が道路表面を流
れ、陥没部に滞留、損
傷した下水道管に流入

9：05頃 水道管損傷

・シールド内部と開口
部の圧力が均衡し、急
速な変形は停止

18：15 立坑注水終了

・圧密未了領域に向
かって引き込まれるよ
うに変形が進行

・地表面沈下が継続

～現在

＜委員会の見解＞
・陥没箇所の土質は、事故により改変されたものと考えられる

⑤

⑥

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

⑦



※半径30m以内の地点は9/27より計測開始
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 現在、半径50mより外側は、地盤沈下が収
束しています。

 半径10ｍの地点や半径30mの地点では、
１週間で2～3㎜程度の地盤沈下が継続して
います。

半径50m地点（中心から西側）

半径30m地点（中心から南西側）

半径10m地点（市営住宅付近）
解体工事等により4月11日以降計測中断

（2025.5.2 時点）

26mm/週 ⇒ 3mm/週 ⇒ 2mm/週
(9/27〜10/4)         (12/13〜19)  (4/25〜5/2)

54mm/週 ⇒ 5mm/週 ⇒ 3mm/週
(9/27〜10/4)         (12/13〜19)  (4/4〜4/10)

第３回説明会
時点の値事故直後の値 直近の値

●議事⑵ 地盤沈下の状況について
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【現状】



※半径30m以内の地点は9/27より計測開始

 圧密未了領域を解消するた
め、急激な落ち込みの発生
が確認された範囲の地盤を
改良する

＜委員会の見解＞

・地盤沈下対策の範囲は妥当

・対策後も地盤沈下状況のモ
ニタリングを継続して実施
する必要がある 地盤の急激な落ち込み点
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【対策】



＜委員会の見解＞
・沈下を抑制するための地盤改良工法として、高圧噴射撹拌工法による施工が妥当

 下表の３工法を比較し、高圧噴射撹拌工法を選定
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現在、地下水位と立坑内の水位を一定に保つことで地盤の安定を図っています。
今後、地盤改良により地下水の流入を止めたうえで、新設雨水貯留管内に溜まった水や土砂を除去して

シールドマシンの内部を調査し、事故の原因を究明します。

シールドマシン
現在位置

発進立坑

90.0m

260.5m

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ室

後続台車

排土口

発進立坑

土
被

り
約

3
0m

土砂

シールドマシン

水

地下水位

地盤改良（止水）工

平面図

断面図

土砂

福島公園
発進立坑写真

●議事⑶ シールドマシン内部の調査方法について
【現況説明図】

新設雨水貯留管

P-7

約88m



＜委員会の見解＞
・止水を行うための地盤改良工法として、凍結工法による施工が妥当

 シールドマシン周辺地盤の止水
方法として右表の３工法を比較
し、凍結工法を選定

P-8



工事の内容：
(1)建物解体工事

(2)下水道管復旧工事（φ2.0ｍ、1.8m、0.9ｍ）
①掘削・土留支保工 他
②新設下水道管設置工
③埋戻・付帯工

(3)地盤沈下対策工事
④地盤改良工（高圧噴射撹拌工）

P-9

◆工事内容について◆工事内容について

近隣の皆様にはたいへんご迷惑をおかけしますが、
ご理解・ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。



◆今までの作業状況について
(2024年 9月26日〜現在）

◆今までの作業状況について
(2024年 9月26日〜現在）
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2024年10月9日 撮影写真 P-11

陥没部の埋め戻し作業
ボーリングによる地質調査 他

下水道の仮配管布設作業

◆今までの作業（応急復旧）◆今までの作業（応急復旧）



2025年1月17日 撮影写真 P-12

福山通運様管理棟
内装解体作業

仮囲い設置仮囲い設置作業

仮囲い設置作業

◆今までの作業（建物解体、仮囲い設置）◆今までの作業（建物解体、仮囲い設置）



2025年2月19日 撮影写真 P-13

福山通運様管理棟
建物解体作業

建物解体作業

◆今までの作業（建物解体）◆今までの作業（建物解体）



2025年3月17日 撮影写真 P-14

福山通運様管理棟
広島市営住宅20号、21号
解体作業

鋼矢板圧入作業

◆今までの作業（建物解体、鋼矢板圧入）◆今までの作業（建物解体、鋼矢板圧入）



2025年５月２日 撮影写真 P-15

◆今までの作業（鋼矢板圧入、上部仮バイパス工）◆今までの作業（鋼矢板圧入、上部仮バイパス工）

鋼矢板圧入作業

鋼矢板圧入作業

親杭打設作業

鋼矢板圧入作業鋼矢板圧入作業

上部仮バイパス作業



◆仮バイパスとは◆仮バイパスとは
縦断図縦断図

横断図横断図

P-16

6.6m
3.6m

上部仮バイパス管
(φ1.8ｍ）

既設下水道管
(φ2.0ｍ,更正管φ1.8ｍ)

◆現在、陥没の影響により下水が流れに

くい状態となっています。

そのため、下水道管の能力を早急に回復

することが必要です。

立坑

6.6m 上部仮バイパス管
(φ1.8ｍ）

既設下水道管
(φ2.0ｍ,更正管φ1.8ｍ)

立坑

新設下水道管(φ1.8～2.0ｍ)

新設下水道管(φ1.8 ～2.0ｍ)



2025年５月29日 撮影写真 P-17

◆現在の作業（掘削、親杭打設）◆現在の作業（掘削、親杭打設）

親杭打設作業掘削作業掘削作業



◆これからの作業について◆これからの作業について

P-18



P-19

③埋戻・付帯工

②新設下水道管設置工

④地盤改良工

9月頃〜9月頃〜

1１月頃〜1１月頃〜

◆これからの作業の流れ◆これからの作業の流れ

①掘削・土留支保工 他 5月中旬〜5月中旬〜

7月頃〜7月頃〜



P-20

※ デジタルサイネージとは：
現場の情報を皆様にお知らせする電子掲示板のことで、現在の騒音・

振動値を表示したり、工事予定等の現場情報を随時表示します。

デジタルサイネージ
写真

福山通運様管理棟跡

市営住宅20号棟跡

市営住宅21号棟跡

残土仮置ヤード

◆これからの作業◆これからの作業

高圧受電設備

新設下水道管

既設下水道管

仮囲い(H=4.5m)

作業ヤード

平面図平面図凡　例

： 解体建屋

： 新設下水道管掘削範囲

：

：

： 作業ヤード

： 残土仮置ヤード

：

：

： シールド機

：

： 上部仮バイパス管

：

仮囲い（高さ4.5ｍ）

ジャバラゲート

その他　設備範囲

新設下水道管

デジタルサイネージ
騒音・振動計

既設下水道管



鋼矢板圧入工
◆作業ステップ図◆作業ステップ図

上部仮バイパス工 ①掘削・土留支保工 他

②新設下水道管設置工 ③埋戻・付帯工

圧入機

鋼矢板

既設下水道管

重機

yb 0.6

操作ボタン

姿勢･装備ボタン

上部バイパス管

既設下水道管

重機

土留支保工

yb 0.6

操作ボタン

姿勢･装備ボタン

重機

新設下水道管

既設下水道管

重機

Se
ki
sa
n 
25
t

既設下水道管

新設下水道管
切替

P-21

施工済み



P-22

Ａ－Ａ断面図

地盤改良

B－B断面図

B

B

A A

施工状況(参考写真)④地盤改良工事（高圧噴射攪拌工法）

新設雨水貯留管

地盤改良 地盤改良

新設雨水貯留管
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削孔機

地盤改良

ケーシングパイプ

固化材
圧縮空気

削孔スイベル

クレーン

◆作業ステップ図◆作業ステップ図

回転+噴射

引上
地盤改良

排泥ピット

④地盤改良工事（高圧噴射攪拌工法）



建屋解体工事

"下水道管復旧工事"

・作業時間：（昼間） 8：00 ～18：00 （日曜日は、原則休工とします。）
（夜間） 18：00 ～ 5：00 （土・日曜日の夜間は、原則休工とします。）

・工事予定等を変更する場合は、事前にお知らせします。 P-24

◆工程表（予定）◆工程表（予定） 予定

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◆第１回事故検討会 ◆第2回 ●本説明会

▼上部仮バイバス設置 ▼下水切替 ▼地盤改良開始

応急復旧工 インフラ復旧、建物調査、地盤調査

仮設工 仮囲い、足場設置

建物解体工 建物解体工

①鋼矢板圧入工 鋼矢板圧入工

②上部 　  上部仮バイパス工

　仮バイパス工

③掘削・土留    掘削・土留支保工　他

　支保工　他

④新設下水道管 　新設下水道管設置工

　設置工

⑤埋戻・付帯工    埋戻・付帯工

地盤改良工（高圧噴射攪拌工）

⑥地盤改良工 ※地表面沈下計測、モニタリング

※凍結工

凍結工

※地表面沈下計測、モニタリング及び凍結工は、令和8年4月以降も継続

記　　事

下
水
道
管
復
旧
工

地盤沈下対策工

止水対策工

２０２４年 ２０２５年 ２０２６年
（令和６年） （令和７年） （令和８年）

年月

工事工種



福山通運様管
理棟跡

市営住宅
20号棟跡

市営住宅
21号棟跡
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工事電源を発動発電機から高圧受電設備に切換え、
電源使用に伴う騒音・振動を低減します。

発動発電機 高圧受電設備

下水の臭気が発生する場合があります。開口部等
のシート被覆、脱臭剤・消臭剤を散布等により、
臭気を抑制します。

【凡例】
デジタルサイネージ
騒音振動計
仮囲い（高さ4.5m） 高圧受電設備

仮囲いの嵩上げ(1.5m防音シート）
と場内散水により、工事区画外への
粉じんを抑制します。

仮囲い（高さ4.5m） 場内散水状況

◆工事に伴う騒音・振動・粉塵・臭気対策について（１/２）◆工事に伴う騒音・振動・粉塵・臭気対策について（１/２）

既設人孔部 シート被覆状況 マンホール開口部 シート被覆状況



建屋解体工事

"下水道管復旧工事"

◆夜間作業に伴う音源とその対策について（２/２）◆夜間作業に伴う音源とその対策について（２/２）

④重機の作業音（バックホウ、ダンプ等）
（対策）丁寧かつ慎重な操作、重機の動きを最小限に抑える、

場内移動は最徐行等の徹底

⑤作業員の会話、合図等
（対策）インカム式の無線機の使用、夜間に配慮した言動、行動

の徹底

・人的発生の音源

P-26

①重機のエンジン音（クレーン、バックホウ等）
（対策）低騒音型機械の選定、防音シート等の設置、

空ふかし運転の禁止

②設備のエンジン音、稼働音（夜間照明、送風機、水中ポンプ等）
（対策）電気式照明、静音型の送風機の選定、電気電源の使用

③ボルトの締結音等
（対策）静音シャーレンチの選定

・機械稼働音の音源



工事エリアに出入りする時は、交通誘導員の誘導に従って出入りします。
また、車両の出入り時は一時停止し、制限速度を遵守します。
※通勤通学時間帯(7：30～9：00)は、大型工事車両の通行はしません。
※夜間時間帯は、ダンプの場外搬出は行いません。

※ダンプトラック 最大 40台/日

◆大型工事用車両 搬入出経路について◆大型工事用車両 搬入出経路について
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凡　例

： 工事箇所

：

：

： 交通誘導員

：

：

小～中型　車両通行ルート
（2ｔ～8ｔ級車両）

電光掲示板

大型　車両通行ルート
（１０ｔ級ダンプ及び車両）

交通誘導員
（大型工事車両通行時配置）

幅員狭隘区間(法定速20km/h)

徐行運転:15km/h以下
ダイレックス
※出入り多し!!

◆2025.05.12更新



問い合わせ先
【発注者】

広島市 下水道局 施設部 管路課 建設係
TEL：082-504-2421（平日 8：30～17：３０）

【施工者】
清水・日本国土開発・広成建設工事共同企業体
TEL：082-555-9275

※工事情報・工事進捗は、ホームページ・デジタルサイネージ等で
随時更新します。

今後、ご不明な点等ございましたら、下記のお問い合わせ先まで
ご連絡ください。

工事に際しましては、振動・騒音の低減に最大限努力する
とともに、細心の注意を払って近隣の皆様にご迷惑をお掛け
しないよう努めてまいります。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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